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　１月24日、大井川マラソンコース・リバティで「第３回
藤枝リバティ駅伝」を行いました。小学生・中学生・高校生・
一般の部門に分かれ、約1,100人の選手がエントリー。力走
する選手たちは、大きな声援を励みに、タスキをつないでゴー
ルを目指しました。

185組がタスキリレー
「第３回藤枝リバティ駅伝」

地域の絆を深めよう——————————２～５
藤の里ニュースネットワーク————————６
平成21年　火災・救急救助統計———————７
元気なまち藤枝づくり大賞　発表————８～９

安全・安心まちづくりなど————— 10～11
情報ファイルなど————————— 12～15
郷土博物館・文学館の催し———————— 16
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　子どもからお年寄りまで、誰もが住み慣れた地域で安心して生活するためには、地域の人たちがお互いに
助け合い、支え合うことが大切です。市内各地域で、地域の絆を深めるための活動が始まっています。今回、
その取り組みの一部を紹介します。

問社会福祉課　☎643･3111　内線658　市社会福祉協議会　☎667･2940

田沼南ふれあいサロンの様子

地 域　　の 絆
き ず な

 を 深 め よ う
～地域福祉について考える～

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
都
市
化

が
進
み
、
夫
婦
と
未
成
年
の
子
ど

も
だ
け
の
家
庭
や
、
お
年
寄
り
だ

け
の
家
庭
が
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
も
薄
く

な
り
、
か
つ
て
の
「
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
と
い
っ
た
支
え
合
い
の
近

所
付
き
合
い
が
、
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

新
し
い
地
域
の
関
係
を

　

こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
相
談

相
手
が
近
く
に
い
な
い
人
や
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

お
年
寄
り
、
子
育
て
の
相
談
相
手

が
い
な
い
若
い
親
な
ど
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
を
ど

う
支
え
る
か
が
、
地
域
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
助

け
た
り
助
け
ら
れ
た
り
す
る
新
し

い
地
域
の
関
係
や
仕
組
み
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
の
が
、
地
域
福
祉
で

す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
積

極
的
に
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
地

域
の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

　

市
街
地
と
中
山
間
地
、
新
興
住

宅
地
と
昔
か
ら
の
居
住
者
の
多
い

地
域
、
市
内
で
も
地
域
の
状
況
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
地
域
の
実

情
に
応
じ
、
地
域
に
住
む
人
た
ち

が
取
り
組
み
や
す
い
方
法
で
支
え

合
い
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
福
祉
推
進
懇
話

会
を
設
置
し
、
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地域の良さを未来につなぐ
藤枝市社会福祉協議会

　藤枝市には、地域福祉活動を進めるための団体として、旧町村単位の地区社会
福祉協議会（地区社協）があります。各地区社協では、その地域に住む人たちが
いつまでも心地よく暮らしていけるように生活の基盤を豊かにするための地域福
祉活動を行っています。現在の福祉活動は、特定の人たちを対象としたものでは
なく、地域に住む人たちがよりよく暮らせるためのものへと広がってきています。
その一方で、核家族化や都市化などで、地域の付き合い方が変わりつつあります。
地域ごとの特性を生かし、その地域の良さを未来につなぐことがとても重要です。
そのための主役は、地域に住むみなさんです。
　市社会福祉協議会（社協）では、地域の活動のお手伝いをしています。地区社
協が行う懇談会や子ど
もたちの体験プログラ
ムなどの企画の相談に
乗ったり、リーダー養
成のための研修会や地
区社協同士の連絡会を
開催したりしています。
今後も地域のみなさん
と共に地域福祉活動を
進めていきます。

地域の絆は楽しみから生まれる
藤枝市地域福祉推進懇話会会長　山本伸晴さん

　地域の絆を深めることは、これからの日本の福
祉を考える上で欠かすことができません。地域福
祉とただ大上段に構えるのではなく、その基本と
なる隣組の活動が大切です。隣組の活動が集まっ
て町内会の活動になり、自治会・地域の活動へと
広がっていくのです。お互いに自分から情報を提
供し合い、困ったときには“よろしく”という雰
囲気を共通して持てることが大切です。支援する
側もいずれは自分に戻ってくる…だから今でき
ることを、という発想が必要でしょう。
　取り組むための第一歩・踏み出すきっかけは難
しく考えるよりも、例えば、いずれ来るであろう

東海地震で減災（防災でなく）するためにはどうしたらいいかなど、すべての人
たちに共通する話題を投げかけ、話をすることから始めたらどうでしょうか。災
害弱者とは特定の人ではなく、住んでいる人たち全員なのです。その弱者の中に
自分で動ける人、誰かに助けてもらわないと動けない人がいるだけなのです。自
分は何ができるのかと考え、できる範囲で活動すればいいのです。その際には、
関係者が一堂に会して、お茶を飲んだり、お酒を飲んだりして楽しむことも必要
です。楽しくないことは長続きしませんから…。
　この活動がそれぞれの地区に根付くと、「福祉」の枠を越えて、最強の防災計
画にもつなるでしょう。
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笑い・喜び・元気を地域で共有地域のことは地域で考えよう
代表　柴田つや子さん駿河台自治会会長　松井邦

く に

興
お き

さん

駿河台福祉懇話会 田沼南ふれあいサロン「陽だまりの会」

と
し
て
実
践
す
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
継
続
す
る
。
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

大
洲
地
区
社
協
で
は
、
地
域
で

話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
平
成

15
年
か
ら
、「
手
助
け
支
援
活
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
お

年
寄
り
と
地
域
の
人
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
運
営
委

員
会
を
定
期
的
に
開
き
、
活
動
状

況
や
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
い
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
手
助
け
だ
け
で
な
く
、
話
し

相
手
に
な
っ
た
り
、
相
談
に
乗
っ

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
」、「
自
分

た
ち
も
い
ず
れ
支
援
が
必
要
に
な

る
。
今
で
き
る
こ
と
を
し
て
お
き

た
い
」、「
活
動
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
人
と
知
り
合
え
て
楽
し
い
」

な
ど
の
思
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
も

継
続
の
秘
訣
の
よ
う
で
す
。

り
ご
と
を
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、

で
き
る
範
囲
で
お
互
い
に
助
け
合

い
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
、

「
地
域
力
」
が
向
上
し
ま
す
。
地

域
の
防
犯
体
制
の
強
化
や
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

自
分
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、
一
度
、
地
域
の
絆

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
社
会
福
祉
課
と
社
協
で
は
、
出

前
講
座
や
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、

具
体
的
な
活
動
の
た
め
の
相
談
に

乗
っ
た
り
し
て
、
地
域
の
絆
を
深

め
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
力
を
高
め
よ
う

　

介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

市
が
行
う
福
祉
事
業
な
ど
で
対
応

で
き
る
内
容
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
で
き
な
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困

地域のふれあいの和を広げる
大洲地区社協手助け支援活動運営委員長

森谷充彦さん

大洲地区手助け支援活動

　大洲地区では、一人暮
らしのお年寄りやお年寄
りだけの世帯など、援助
を必要とする人たちへの、
手助け支援活動を行って
います。６年前、当時の
地区社協の役員や民生委員の人たちが、一人暮らしの
お年寄りが日常生活の中で不便を感じることが多いの
を知り、「お年寄りが気兼ねなく、地域の人たちの支
援を受けられる方法はないか」と考えたのがきっかけ
です。
　手助け支援は、年会費200円の登録制。庭の草刈作
業や、不燃物・古紙の分別、電球の取替え、日曜大工
的な簡単な修理など、お年寄りが、ちょっと大変だと
感じている日常的なことを、同じ地域に住むボラン
ティアさんたちが手伝っています。利用料は、ボラン
ティア１人が１時間活動して100円、１回の作業は２
時間以内です。
　現在、支援を受けている人は30人余り。10人の登録
ボランティアが支援活動を行っています。昨年４月か
ら９月末までの半年間で、72件の利用がありました。
ボランティア1人当たりの活動頻度は、月に1～２回
程度。利用する人の多くが80歳を越えた一人暮らしの
お年寄り。ボランティアがたまに様子を伺いに訪問す
るので、安心だという声もよく聞きます。
　これからもボランティアの人数を増やし、今まで以
上に活動を充実さ
せて、地域の身近
なふれあいの和を
広げていけたらい
いと思っています。

　青島地区社協の田沼南地
区では、平成12年、お年
寄りや障害のある人たちも
参加できる、町内のふれあ
いの場を作ろうと「陽だま
りの会」を立ち上げました。
月に３回くらい、食事会やゲーム大会、季節の行事、
講話などの催しを行っています。料理や催しに使う楽
器などは手作り。サロンを支えるボランティアさんの
趣味やノウハウを生かし、活動しています。町内の子
育てサロン「ちろりん村」と合同で開催する「七夕ま
つり」と「クリスマス会」もあり、一緒に工作をした
り、子どもたちへ手作りのプレゼントを贈ったりなど、
子育て中の若いお母さんや子どもたちとの交流も積極
的に行っています。
　一人一役をモットーに、無理のない役割分担のもと、
支援する側・される側の分け隔てなく、みんなで協力
し合って創る「陽だまり」の空間は、笑いがたえない
地域の元気の源になっています。

　懇話会を発足させるきっかけは、知らぬ間に駿河台
も高齢社会の仲間入りをしていることに気付いたこと。
周囲に、一人暮らしのお年寄りやお年寄り夫婦のみで
暮らしている世帯が増え、自治会や地域で、何ができ
るだろうかと考え始めました。
　まずは、自治会の平成20年度の活動計画の中で、地
域福祉活動について取り上げることにしました。計画
を具体化していこうと学び始め、福祉というものの幅
広いことに驚きました。「地域は一体何ができるのか。」
「一人一人に何ができるのか。」「地域のことはみんな
で考えよう。」「地域のみんなで解決しよう。」そんな
思いから、社協のアドバイスをもとに、地域で活動す
るまちづくり推進員や自治会役員など、合計40人余り
が参加して、駿河台福祉懇話会を立ち上げました。
　昨年１月の地域福祉の勉強会に始まり、年４回の話
し合いで、「高齢者と子育て世代の支えあい」「防犯対
策」など、地域住民自らの手で解決したい５つの福祉
課題を選びました。
　会議は、５グループがワークショップ形式で行い、
自由で明るい雰囲気の中で検討を進めています。メン
バー一人一人に、地域のことは自分たちで考え、行動
し、解決していかなければならないという真剣な姿が
あり、大変うれしく思っています。
　今後は、５つの課題をどのような手法で解決してい
けばよいのか、取り組みのための企画提案書を作成。
メンバーが審査員となってプレゼンテーションを行い、
取り組み順位を決定する予定です。

地域の絆を深めるための

ホップ・
・ステップ

ジャンプ

地域福祉講演会
とき／３月６日㈯午前10時～
ところ／市役所５階大会議室
テーマ／地域力を高めるために
講師／山本伸晴さん（藤枝市地域福祉懇話会会長・
常葉学園短期大学学長）

入場料／無料
申し込み／電話で市社会福祉協議会へ　☎667･2940

ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
ろ
う

　

市
内
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
サ
ロ
ン
が
41

カ
所
、
子
育
て
サ
ロ
ン
が
５
カ

所
、
障
害
者
サ
ロ
ン
が
３
カ
所
あ

り
、
市
内
全
体
で
６
０
０
人
を
超

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
、
サ
ロ
ン
の
運
営
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
で
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
絆
を

深
め
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

地
域
で
話
し
合
お
う

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

が
、
今
ま
で
よ
り
住
み
よ
く
な
る

た
め
に
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。

地
域
の
住
民
自
身
が
考
え
、
見
つ

け
、
実
践
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

地
域
の
み
な
さ
ん
で
よ
く
話
し
合

う
こ
と
で
す
。

　

平
成
10
年
か
ら
地
域
で
サ
ロ
ン

活
動
を
実
施
し
て
い
る
青
島
地
区

社
協
の
駿
河
台
自
治
会
で
は
、
ふ

れ
あ
い
の
場
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、「
福
祉
懇
話
会
」
を
開
催
し
、

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
懇
話
会

は
、
年
齢
や
居
住
年
数
に
関
係
な

く
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気
で
楽
し

い
」、「
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
見
え

て
き
た
。
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら

な
い
よ
う
な
方
法
を
考
え
た
い
」

な
ど
積
極
的
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

具
体
的
に
実
践
し
よ
う

　

地
域
の
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

見
つ
け
た
方
法
を
具
体
的
な
活
動
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統
計
調
査
の
推
進
な
ど
に
貢
献
し
た

み
な
さ
ん
が
、
平
成
21
年
度
の
県
統
計

功
労
者
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

　

野
村
芳
枝
（
平
島
）

県
統
計
功
労
知
事
褒
章

　

大
石
ふ
み
子
（
大
洲
五
）

県
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰

　

伊
藤
敦
子
（
仮
宿
）

　

榎
田
睦
子
（
下
薮
田
）

　

深
田
順
子
（
下
青
島
）

問
総
務
課　

内
線
７
４
１

県
統
計
功
労
者
表
彰

総
務
大
臣
表
彰
に
野
村
さ
ん

　

１
月
14
日
、「
サ
ッ
カ
ー
と
文
化
の

ま
ち
藤
枝
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
10
日
か

ら
１
カ
月
間
、
全
国
公
募
。
４
８
９
点

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
専
門
家
を
含

む
審
査
委
員
会
で
、
東
京
都
世
田
谷
区

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
千ち

木ぎ

良ら

光み
つ

彦ひ
こ

さ
ん
の

作
品
を
選
び
ま
し
た
。

　

藤
枝
と
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
サ
ッ
カ
ー
）

の
「
Ｆ
」
を
朱
色
の
ボ
ー
ル
を
蹴
る
人

の
形
に
デ
ザ
イ
ン
。
情
熱
と
躍
動
感
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
の
広

報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
封
筒
、
職
員

の
名
刺
な
ど
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

各
種
団
体
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
、
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
の

際
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課　

内
線
３
１
４

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

藤
枝
の
個
性
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

　

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
を
前

に
し
た
20
日
、
市
消
防
本
部
は
岡
部
町

内
谷
の
光こ

う

泰た
い

寺じ

で
消
火
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
指
定
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
現
場
で
の
的
確

な
指
揮
系
統
の
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

光
泰
寺
に
は
、
木
喰
上
人
作
の
准じ

ゅ
ん

胝て
い

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

像
と
聖
徳
太
子
像
の
２
体
の
市

指
定
文
化
財
の
仏
像
が
あ
り
ま
す
。

　

訓
練
は
、
境
内
で
火
災
が
起
き
た
と

想
定
。
通
報
を
受
け
た
市
消
防
本
部
が

出
動
し
、
放
水
訓
練
と
観
音
菩
薩
像
に

見
立
て
た
人
形
を
運
び
出
す
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
消
防
署
員
た
ち
は
、
貴
重

な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
き
び
き
び
と

訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
４
１
・
９
２
０
５

文
化
財
防
火
デ
ー

木も
く

喰じ
き

上し
ょ
う

人に
ん

作
の
仏
像
を
守
れ

栄えある受章

中村　收
おさむ

さん
（大手二）

紺こ

ん

綬じ

ゅ

褒ほ

う

章
し
ょ
う

　

１
月
22
日
、
市
役
所
で
北
村
市
長

か
ら
中
村
收
さ
ん
に
紺
綬
褒
章
を
伝

達
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
、
ご

自
分
が
所
有
す
る
田
中
城
の
跡
地
の

一
部
を
市
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

▲

決
定
し
た
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　

１
月
18
日
か
ら
２
月
12
日
ま
で
、
蓮

華
寺
池
の
水
の
入
れ
替
え
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連

続
で
の
水
質
浄
化
作
業
と
な
り
ま
す
。

　

蓮
華
寺
池
は
、
周
囲
約
１
・
５
キ
ロ
、

広
さ
４
万
８
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
貯
水

量
は
６
万
７
千
２
百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、

今
回
は
約
８
割
の
水
を
入
れ
替
え
ま
す
。

１
月
21
日
ま
で
排
水
を
行
い
、
清
掃
作

業
と
施
設
補
修
を
行
っ
た
後
、
２
月
５

日
か
ら
７
日
間
で
、
大
井
川
用
水
と
藤

枝
西
高
跡
地
井
戸
か
ら
水
を
入
れ
ま
す
。

　

蓮
華
寺
池
は
、
た
め
池
で
自
然
の
状

態
で
は
水
が
循
環
し
ま
せ
ん
。
周
辺
は

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
現
在
は
汚
水
や

生
活
雑
排
水
は
流
入
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

さ
ら
な
る
水
質
向
上
と
な
り
ま
す
。

問
花
と
緑
の
課　

内
線
２
２
３

蓮
華
寺
池
の
水
質
浄
化

８
割
の
水
を
入
れ
替
え
ま
す

▲

水
幕
ホ
ー
ス
に
よ
る
訓
練
も
実
施

▲

排
水
に
よ
り
池
底
の
一
部
が
露
出
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平成21年　火災・救急救助統計まとまる
火災件数は35件と大幅減。救急出場件数は過去最高
火災件数30件台は３年ぶり。救急出場件数は５年連続４千件超。　　　　　　　問消防本部　☎641･5000

■建物火災は昨年より14件の減少
　平成21年に発生した火災件数は
35件。前年の52件（旧岡部町の４件
を含む）に比べ17件減少しました。
　火災種別に見ると、建物火災が17
件と前年比で14件の減。林野火災は
１件で、同３件の減。車両火災は７
件で、同１件の減でした。（表１）

■救急搬送の半数以上が軽症者
　種別ごとの出場件数は、急病が最
も多く2,596件で、全体の59.3％を
占めています。次に交通事故と一般
負傷（室内で転んでケガをするなど）
が同数の532件で、それぞれが全体
の12.2％を占めています。
　救急車で病院に搬送した4,132人
のうち、実に2,270人が軽症者。全
体の54.9％を占めています。なお、

■救急出場件数は昭和42年の12倍
　平成21年の救急出場件数は、前年
と比べ73件増加し、4,376件。昭和42
年に救急業務を開始してから過去最
高の出場件数です。初年の昭和42年
の出場件数は360件。それが、昭和51
年には千件を超え、平成10年には３
千件を突破。平成17年からは５年連
続で４千件を超えています。（表３）

火災を防ぐための心掛け
＜たばこの火の始末は確実に＞
◇吸い殻はこまめに捨てる。
◇寝たばこは絶対にしない。
◇火種の落下に注意。
◇灰皿には水を入れておく。
＜放火されないためには＞
◇屋外に燃えやすい物を放置しない。
◇車両のボディカバーは防炎製品に。
◇車両の施錠を徹底する。
◇ゴミは指定日時以外に出さない。
◇自動点灯式の屋外照明を付ける。
◇地域で放火されない環境づくり。
＜こんろ火災は油断から＞
◇こんろから離れるときは火を消す。
◇周辺に燃えやすい物を置かない。
◇天ぷら油の加熱しすぎに注意。
＜石油ストーブは正しく使う＞
◇給油は火を完全に消してから。
◇給油の際は灯油であるか確かめる。
◇こぼれた油は完全に拭き取る。
◇給油の後は栓をしっかり閉める。
◇火が付いたままで移動しない。
◇ふすま、障子、カーテンなどから離す。

■およそ９千万円分の財産が灰に
　昨年に比べ火災の発生件数は大幅
に減ったものの、火災によって尊い
命を失った人は、前年より逆に１人
増えて３人。負傷者は、前年より７
人減って４人でした。
　火災による損害額は、およそ９千
万円で、前年に比べ１億３千万円余
り減っています。（表１）

■出火原因上位は「たばこ」「放火」
　出火原因は、たばこの火の不始末
が６件で１位。次いで、放火が４件。
消し忘れなどによる「こんろ」が原
因のものが３件。放火の疑いによる

火災も２件ありました。（表２）

火災発生状況	 表１

3,076

10

3,208

11

3,547

12

3,713

13

3,566

14

3,842
3,876

1615

4,303

17

4,118

18

4,348

19

4,303

4,376

2120
（年）

救急出場件数の推移	 表３

原因別火災発生件数	 表２

平成21年 平成20年 増　減

火
災
件
数

建 物 17件 31件 −14件
林 野 1件 4件 −3件
車 両 7件 8件 −1件
その他 10件 9件 1件
計 35件 52件 −17件

焼損面積 建 物 1,505㎡ 2,271㎡ −766㎡
林 野 4ａ 17ａ −13a

損 害 額 88,745千円 222,247千円 −133,502千円

死傷者数 死 者 3人 2人 　1人
傷 者 4人 11人 −7人

り災世帯数 14世帯 36世帯−22世帯
り 災 人 数 55人 110人 −55人

平成21年 件数 平成20年 件数
た ば こ の 火 6 た ば こ の 火 11
放 火 4 こ ん ろ 7
こ ん ろ 3 火 遊 び 4
火 遊 び 2 電気機器・装置 4
電気機器・装置 2 放 火 2
放 火 の 疑 い 2 マッチ・ライター 2
上 記 以 外 16 上 記 以 外 22

合　　計 35 合　　計 52

新型インフルエンザ患者（疑いを含
む）は、31人を病院へ運びました。

■救助出動の５割超が交通事故
　救助出動とは、災害やその他の事
故に遭遇し、助けを求めている人を
救出・救命するために出動すること。
　平成21年の救助出動件数は48件。
種別ごとの件数を見ると、交通事故
が28件と最も多く、全体の58.3％を
占めています。次いで機械による事
故が２件、火災によるものが１件、
その他が17件となっています。
　救助したのは39人。このうち24人
は交通事故に関わるもので、車内に
閉じ込められた人などです。

■あなたのモラル大丈夫ですか
　軽症でも救急車を呼ぶ人が増えて
います。夜中でも駆けつけてくれる
ことから、まるで、タクシーでも呼
ぶように。例えば、こんな例も…。
〈例１〉
救急車の要請のあったお宅に伺うと、
玄関先に人が立っていた。「患者さ
んは、どこですか」と尋ねると、「私
です」との答えが…。
〈例２〉
あそこが痛い、ここが痛いとの電話
があり、急いで駆けつけると、自分
で歩いて救急車に乗りこんできた。

　このように、明らかに緊急でない
連絡による救急車の出場が増えるこ
とで、本当に緊急を要する人への対
応が遅れて、救える命が救えなくな
るおそれがあります。
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藤
枝
明
誠
高
等
学
校　

　
ベ
ス
ト
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
賞

　

文
武
両
道
の
も
と
、運
動
部
（
陸
上
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

サ
ッ
カ
ー
・
柔
道
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
射
撃
な
ど
）、
文
化
部

（
棋
道
部
・
囲
碁
部
）
が
、
団
体
や
個
人
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
に
お
い
て
、
大
活
躍
。

　

本
年
度
は
、
特
に
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
藤
枝
市
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
、
市
民
に
誇
り
と
元
気
を
与
え

て
く
れ
た
。

受賞の
ポイント
受賞の
ポイント

　

市
内
の
居
酒
屋
が
、

と
も
に
学
び
、
と
も
に

成
長
し
、
と
も
に
繁
盛

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
18
年
７

月
に
第
１
回
居
酒
屋
グ
ラ
ン
プ
リ
を

企
画
。
市
内
の
居
酒
屋
が
個
店
の
枠

を
超
え
、
一
致
団
結
。
以
後
、
地
場

産
品
を
使
っ
た
創
作
料
理
で
競
い
合

う
グ
ラ
ン
プ
リ
を
５
回
開
催
。

　

業
界
が
ま
と
ま
っ
て
の
積
極
的
な

活
動
は
、
創
意

性
と
今
後
の
発

展
性
に
も
期
待

で
き
、
地
場
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
も

大
き
く
貢
献
。

受賞の
ポイント
受賞の
ポイント

　
　
　
　
　

藤
枝
居
酒
屋
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委
員
会

　
ベ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
賞

　

居
酒
屋
グ
ラ
ン
プ
リ
を

藤
枝
の
秋
の
恒
例
行
事
に

し
た
い
で
す
。

　
「
秋
に
藤
枝
に
行
け
ば

居
酒
屋
グ
ラ
ン
プ
リ
の
創

作
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
。」

遠
方
か
ら
藤
枝
に
来
る
人

に
も
楽
し
み
に
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

実
行
委
員
会
事
務
局
の

桜
井
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

せ
と
や
コ
ロ
ッ
ケ
の
会

　
ベ
ス
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
賞

　

旧
岡
部
町
と
の
合
併
の
際
に

は
、「
お
か
べ
焼
き
そ
ば
」
と

の
融
合
商
品
を
考
案
す
る
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
も
実
施
。
地

域
お
こ
し
と
藤
枝
の
Ｐ
Ｒ
に
大

き
く
貢
献
。 　

す
っ
か
り
有
名
に

な
っ
た
、
藤
枝
産
Ｂ
級

グ
ル
メ
の
「
せ
と
や
コ

ロ
ッ
ケ
」。
市
の
特
産
品
で
あ
る
シ

イ
タ
ケ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
瀬
戸

谷
で
手
作
り
さ
れ
コ
ロ
ッ
ケ
を
瀬
戸

谷
地
区
の
活
性
化
３
施
設
で
販
売
。

施
設
ご
と
違
っ
た
味
の
コ
ロ
ッ
ケ
を

販
売
し
た
り
、
季
節
限
定
の
コ
ロ
ッ

ケ
を
販
売
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
掛
け
を
展
開
。

受賞の
ポイント
受賞の
ポイント

　

コ
ロ
ッ
ケ
で
も
有
名
に

な
っ
た
瀬
戸
谷
を
、
多
く

の
み
な
さ
ん
に
訪
れ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
瀬
戸
谷

か
ら
藤
枝
の
元
気
を
発
信

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
た
い
で
す
。

会
長
の

小
林
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　市では、「元気なまち藤枝づくり」を推進するため、元気なま
ち藤枝づくり大賞を本年度、創設しました。この賞は、市民のみ
なさんに元気を与えたり、市のイメージアップに貢献してくれた
りした個人や団体を表彰するものです。１月28日に、市役所で表
彰式を行いました。
　33件（８個人・25団体）の応募の中から選ばれた、栄えある、
第１回目の受賞者のみなさんを紹介します。

問秘書広報課　内線303

平
口
猛
志
さ
ん

　
ベ
ス
ト
ハ
ツ
ラ
ツ
賞

　

樹
齢
３
０
０
年
以
上

で
、
県
内
最
古
の
茶
樹

と
い
わ
れ
る
「
藤
枝
の

大
茶
樹
」。
98
歳
と
い
う
高
齢
に
も

関
わ
ら
ず
、
毎
年
茶
摘
み
が
で
き
る

よ
う
手
入
れ
に
余
念
が
な
い
。
大
茶

樹
の
新
芽
を
摘
み
取
っ
た
茶
葉
で

作
っ
た
お
茶
「
長
寿
の
香
り
」
を
市

内
の
老
人
福
祉
施
設
や
お
年
寄
り
宅

に
自
ら
出
向
き
、
贈
呈
。
縁
起
物
と

し
て
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

大
茶
樹
と
、
ご
本
人
の
双
方
の
長

寿
は
、
市
民
に
元
気
を
与
え
、
市
の

産
業
や
観
光
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
。

受賞の
ポイント
受賞の
ポイント

平
口
さ
ん
か
ら
、
ひ
と
こ
と

　

今
年
も
、
大
茶
樹
は
元

気
で
、
い
い
新
茶
が
採
れ

そ
う
だ
。

　

こ
の
大
茶
樹
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
私
も
ま
だ
ま

だ
頑
張
り
た
い
で
す
。

塙ば
ん

校
長
先
生
か
ら
、
ひ
と
こ
と

　

地
元
で
評
価
し
て
い
た

だ
き
、
表
彰
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
、
学
校
と
し
て

も
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
、
元
気
・
勇

気
・
活
力
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
ま
で
以
上
に

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

平成21年度　元気なまち藤枝づくり大賞　発表

岡
村
邦
康
さ
ん　

　
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

　

経
済
産
業
省
の
「
新

連
携
事
業
」
を
利
用
し
、

沖
縄
県
・
北
海
道
・
大

阪
府
の
企
業
と
連
携
し
て
、
乾
燥
の

専
用
機
を
開
発
・
製
造
し
て
全
国
に

販
売
。
こ
の
装
置
を
応
用
し
、「
地

域
資
源
」
に
よ
る
「
食
べ
る
茶
葉
」

の
製
造
・
販
売
、
沖
縄
県
宮
古
島
漁

協
と
の
「
農
商
工
連
携
」
に
よ
る
乾

燥
モ
ズ
ク
の
流
通
の
確
立
な
ど
、
市

内
の
中
小
企
業
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
。

受賞の
ポイント
受賞の
ポイント

岡
村
さ
ん
か
ら
、
ひ
と
こ
と

　

農
業
・
水
産
業
が
盛
ん

な
藤
枝
の
元
気
を
、
富
士

山
静
岡
空
港
を
活
用
し
て
、

北
海
道
・
沖
縄
な
ど
、
全

国
に
届
け
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
全
国
に
、

藤
枝
の
技
術
の
す
ば
ら
し

さ
を
届
け
た
い
で
す
。

▲開発した機械で乾燥させミカン▲串料理対決の出品メニュー（一部）
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　交通

安全編

自
転
車
の
ル
ー
ル
再
確
認

●
傘
さ
し
運
転
は
、
５
万
円
以
下

の
罰
金

●
大
音
量
で
音
楽
な
ど
を
聴
き
な

が
ら
の
運
転
は
、
５
万
円
以
下

の
罰
金

●
３
人
乗
用
自
転
車
以
外
で
の
幼

児
２
人
を
乗
せ
て
の
運
転
は
、

２
万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
安
全
利
用
５
則

①
自
転
車
の
通
行
は
、
車
道

が
原
則
。
歩
道
は
例
外
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行
。

③
歩
道
が
通
行
で
き
る
場
合

も
、
歩
行
者
が
優
先
。
車

道
寄
り
を
徐
行
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。

◦
飲
酒
運
転
は
厳
禁

◦
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

◦
交
差
点
で
の
信
号
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

◦
２
人
乗
り
、
並
列
走
行

も
禁
止

⑤
子
ど
も
が
運
転
す
る
場
合

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

カ
ル
ガ
モ
に
学
ぶ
一
列
走
行

　

自
転
車
を
運
転
し
て
い
る
人
へ

の
県
内
の
指
導
・
警
告
件
数
で
、

一
番
多
い
の
は
「
並
列
走
行
」
で

す
。
並
列
走
行
は
、
歩
行
者
や
自

動
車
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
ば
か

り
か
、
交
通
事
故
に
遭
う
可
能
性

も
大
き
く
、
大
変
危
険
で
す
。
毎

月
20
日
は
「
自
転
車
カ
ル
ガ
モ
作

戦
」
の
日
。
カ
ル
ガ
モ
親
子
が
一

列
で
整
然
と
歩
く
よ
う
に
、
自
転

車
も
一
列
走
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
学
生
・
高
校
生
の
交
通
事
故

で
の
死
者
数
の
約
７
割
が
自
転
車

乗
車
中
の
事
故
で
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ル
シ
ー
ト
セ
ー
フ
テ
ィ
作
戦

　

平
成
20
年
か
ら
、
す
べ
て
の
座

席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
実
施
し
た
調
査
で
は
、
県
内

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
昨
年
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

非
着
用
者
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
は
25
人
。
前
年
と
比
べ
て
４

人
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
、

「
県
下
一
斉
オ
ー
ル
シ
ー
ト
セ
ー

フ
テ
ィ
作
戦
の
日
」
を
毎
月
１
回

実
施
し
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
、
自
分
と
同
乗
者
の
命
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
、
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

　４月18日㈰に行う市議会議員選挙の投票事務に従事する高校生・大学生を
募集します。（無投票となった場合を除く）
対象／市内に住んでいる高校生・大学生（短大･専門学校生を含む）
定員／ 70人（応募多数の場合は書類選考）
業務内容／投票所における受付事務など
勤務地／市内の投票所
　※希望以外の投票所で従事する場合があります。
時給／千円（予定）
勤務時間／①午前６時30分～午後１時30分、②午後１時30分～午後８時30分
のどちらか（１時間の休憩を含む）
事前説明会／４月３日㈯午後２時～　市役所西館５階大会議室
申し込み／３月12日㈮までに、市選挙管理委員会（市役所内）・各市立公民
館に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、直接、市選挙管理委員会へ
※希望者は、４月３日の事前説明会に、必ず出席してください。
※高校生は、学校長の就労許可が必要です。
※応募用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。

国
道
工
事
前
の
坂
下

　

白
黒
の
写
真
は
、
昭
和
32
年
に

撮
影
さ
れ
た
坂
下（
岡
部
町
岡
部
）

の
集
落
で
す
。
ま
だ
、
国
道
１
号

が
開
通
す
る
前
で
、
昭
和
と
平
成

の
ト
ン
ネ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

時
、
静
岡
市
へ
車
で
行
く
た
め
に

は
、
大
正
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
道

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
写
真

の
左
下
に
並
ぶ
民
家
は
今
は
な
く
、

国
道
１
号
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
32
年
12
月
に
昭
和
の
ト
ン

ネ
ル（
現
在
の
国
道
１
号
上
り
線
）

の
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
34
年
11

月
に
開
通
し
ま
す
。
こ
の
写
真
が

撮
影
さ
れ
た
の
は
、
工
事
が
始
ま

る
直
前
の
こ
と
で
し
た
。

峠
越
え
の
２
本
の
道

　

坂
下
の
集
落
に
は
、
宇
津
ノ
谷

峠
へ
向
か
う
道
が
２
本
あ
り
ま
す
。

写
真
の
手
前
が
今
年
、
国
の
指
定

史
跡
に
な
る
「
東
海
道
宇
津
ノ
谷

峠
越
」
で
、
奥
に
進
む
と
蔦つ

た

の
細

道
の
登
り
口
で
す
。
写
真
の
中
の

民
家
の
屋
根
は
、
ま
だ
、
か
や
ぶ

き
屋
根
の
も
の
が
見
ら
れ
、
当
時

の
生
活
が
う
か
が
え
ま
す
。
江
戸

時
代
、
難
所
と
い
わ
れ
た
宇
津
ノ

谷
峠
を
越
え
た
旅
人
が
、
ほ
っ
と

一
息
つ
い
た
里
の
面
影
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

えだっこじてん⑩

問文化課　☎645･1184

▲昭和32年の坂下
　（撮影：仲野文佐久さん）

▲現在の坂下。左から昭和のトンネル、平成のトンネル

市民ホールおかべの催し
問市民会館　☎643･3931

　市の所有する「公用車」に広告を掲載
する事業者を募集します。
対象の公用車／軽自動車１BOXタイプ
掲載方法／車両の側面と後方面の計３面
（ガラス面を含める場合は要相談）に、
走行に支障のないフィルムでラッピン
グ（後方面に約100㎜×100㎜で「藤枝
市ラッピングカー」のロゴ入り）
掲載料／年12万円（保証金など５万１千
円が別途必要）
※ラッピング版下作成、施行、撤去など
一切の費用は広告掲載主の負担です。

契約期間／単年契約（ラッピングの耐用
年数に応じ、継続契約となります）
※保証金は、契約期間終了後に残金をお
返しします。
※詳しくは、お問い合わせください。

公用車への広告掲載事業者募集
問管財課　内線374

対象／４月18日㈰に行う市議会議員選挙
の立候補予定者、総括責任者、出納責任
者、またはそれぞれの代理人
とき／３月11日㈭午後１時30分～
ところ／市役所西館５階大会議室
内容／立候補の手続き、選挙運動、選挙運
動費用などの説明
申し込み／直接会場へ

市議会議員選挙
立候補予定者説明会
問市選挙管理委員会　内線741　卒業・卒園などの記念に、コップ

やお皿に絵付けをしてみませんか。
初めての人でも手軽にできます。
とき／２月28日㈰
午前の部：午前10時～正午
午後の部：午後１時30分～３時30分
ところ／陶芸センター
内容／絵や文字を素焼きのコップや
お皿に書いて、焼成します
定員／いずれも20人（申込順）
参加料／ 900円（小学生以下700円）
申し込み／２月27日㈯までに、電話
で陶芸センターへ

絵付け体験教室
問陶芸センター　☎639･0148

市議会議員選挙の学生従事者を募集します
問市選挙管理委員会　内線741

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.62

問
防
災
課　

内
線
３
８
２

高齢者演劇集団「チャレンジャー」
藤枝公演　～見果てぬ夢～

　出演者の平均年齢は65歳。その完
成度の高い舞台は大評判。必見です。
とき／３月14日㈰午後１時30分開
演（午後１時開場）
ところ／市民ホールおかべ
入場料／ 800円　※全席自由
チケット販売場所／市民ホールおか
べ、市民会館

蔦の細道登り口

蔦の細道の峠

旧東海道登り口

国道１号

坂下地蔵堂
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〠426-8722　藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111　　643･3604

　info＠city.fujieda.shizuoka.jp
※ホームページアドレスの「http://」は省略しています。
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藤
枝
市
歌
を
放
送
中

男
女
共
同
参
画
会
議
委
員

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
必
要
な
事
項
を
協
議

す
る
男
女
共
同
参
画
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

平
日
昼
間
（
年
２
回
程
度
）
の
会
議

に
参
加
で
き
る
人　

▼
定
員
／
３
人

程
度
（
選
考
）　

▼
任
期
／
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
申
し

込
み
／
３
月
１
日
㈪
ま
で
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
所
属
団

体
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）・
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
考
え
を
含
め

た
応
募
の
動
機
の
作
文
（
４
０
０
字

以
内
）
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
〒
426‒

8722
市
内
岡
出
山

１‒

11‒

１
男
女
共
同
参
画
課
へ

問
男
女
共
同
参
画
課　

内
線
２
９
２

danjo@
city.fujieda.

shizuoka.jp

消費者ホットライン

　全国共通の電話番号で、身近な消費生活相談が

できる消費者ホットラインです。架空請求・不当

請求や消費者金融トラブルなど、一人で悩まずに

ご利用ください。

問消費者ホットライン　☎0570･064･370

新型インフルエンザワクチン  一般接種を開始

　１月27日から新たに０歳児、健康成人への新型インフルエンザワ

クチンの接種が始まりました。

※取扱い医療機関の予約受付状況は市ホームページをご覧いただく

か、お問い合わせください。

問健康推進課（保健センター内）　☎645･1111

現
在
、
午
後
５
時
に
同
報
無
線
の
試

験
放
送
で
「
藤
枝
市
歌
」
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
好
評
に
つ
き
、
２
月
28

日
㈰
ま
で
延
長
し
て
放
送
し
ま
す
。

※
市
役
所
代
表
電
話
番
号
か
ら
歌
詞

の
は
い
っ
た
市
歌
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
話
交
換
手
に
そ
の

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
各
市
立
公
民
館
に
市
歌
の
歌
詞
が

あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課　

内
線
３
８
３

地域公共交通会議委員募集
問都市計画課　内線202

藤枝公民館ロージュのつどい
問生涯学習センター　☎646･3211

　市では、バスを中心とした地域の実情に即した生活交通路線
の確保を協議する場として、自治会連合会などの各団体の代表
や公募する市民のみなさんなどで組織する「藤枝市地域公共交
通会議」を設置しています。この度、任期満了にあたり、改め
て委員を募集します。
対象／市内に住んでいるか通勤・通学している人で、平日昼間
の会議に参加でき、バスなどの公共交通に関心がある人
任期／４月１日～平成24年３月31日
内容／バスを中心とした公共交通全般についての協議・検討
募集人数／２人程度
申し込み／３月12日㈮までに、住所・氏名・生年月日・職業を
記入した履歴書、公共交通としてのバス交通（「必要とされて
いるバスの役割」「自家用車から公共交通への転換（バスの利
用促進策）」など）に関する小論文（400
字詰め原稿用紙２枚程度）を添えて、直
接または郵送で〒426-8722市内岡出山
1-11-1都市計画課へ

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

新
た
に
重
度
肝
臓
機
能
障
害
者
に

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度

　医学生修学資金貸付制度は、将来、市立総合病院で地域医療の担い手となってくれる気概と情熱に富んだ医学生に修
学資金を貸与する制度です。貸与した修学資金は、医師免許取得後、市立総合病院で２年間の臨床研修を行い、引き続
き医師として一定期間勤務するなどの条件で、償還が免除されます。
応募資格／次のすべてに該当する人
・現在医学部（大学院を除く）に在学中または４月から医学部に入学予定の人
・医師免許取得後、市立総合病院で２年間の初期臨床研修を行い、引き続き市立総合病院で医師として勤務できる人
・地方公務員法における欠格条項に該当しない人
貸付金額／年間300万円（月額25万円×12カ月）を無利子で貸し付け　※毎月指定口座に振り込みます。
貸付期間／４月から正規の修学期間の終了する年度末まで
※通算６年間を限度とします。　※休学・停学処分期間は、貸し付けを停止します。
※退学などにより、この制度を達成する見込みがなくなったときは、すでに貸し付けた金額を全額返還していただきます。
募集人数／若干人
申し込み／３月１日㈪～４月30日㈮に修学資金貸付申請書、在学証明書、戸籍抄本または戸籍登録事項一部証明書、住
民票抄本、履歴書（本人）、連帯保証人の印鑑証明書（２人分）を、直接または郵送で〒426-8677市内駿河台4-1-11
市立総合病院管理課へ　※申請書は病院ホームページからダウンロードするか、ご連絡いただければ郵送します。
貸付の決定／書類審査および面接審査（５月中下旬を予定）により貸与者を決定します
※詳しくは、病院ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

市
議
会
２
月
定
例
会

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

２
月
18
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈫
の
27
日

間
の
会
期
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

常
任
委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

定
例
会
日
程　

▼
２
月
18
日
㈭
…
議

案
上
程
・
議
案
質
疑
（
補
正
予
算

な
ど
）　

▼
３
月
２
日
㈫
…
補
正

予
算
な
ど
の
採
決
・
代
表
質
問 

▼
３
月
３
日
㈬
…
一
般
質
問　

▼
３ 

月
４
日
㈭
…
一
般
質
問
・
議
案
質

疑　

▼
３
月
16
日
㈫
…
採
決

常
任
委
員
会
日
程　

▼
２
月
18
日
㈭
、

３
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫

問
議
会
事
務
局　

内
線
５
１
２

▼
と
き
／
２
月
19
日
㈮
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
演
題
・
講
師
／
「
健

診
で
早
期
発
見
、
健
康
は
あ
な
た
の

宝
で
す
！
」
…
中
村
寛
次
・
健
診
推

進
科
長
、「
食
事
と
健
康
」
…
窪
田

恵
子
・
臨
床
栄
養
科
係
長
、「
健
診

に
お
け
る
検
査
値
の
見
方
」
…
木
村

敢
一
・
臨
床
検
査
科　

▼
受
講
料
／

無
料　

※
申
込
不
要

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状

況
に
よ
り
、
開
催
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
と
き
／
２
月
16
日
㈫
〜
３
月
５
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
市
総
合
体
育
館
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
（
焼
津
市
保
福
島
１
０

５
０
）　

※
申
込
不
要

問
藤
枝
税
務
署☎

６
４
１
・
０
６
８
０

※
電
話
は
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し

て
い
ま
す
。
当
該
内
容
に
関
す
る

ご
質
問
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
を
社
会
貢
献
と
し
て
広

く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
、
表
示
証
を
社
屋
に
表
示
で

き
、
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
事

業
所
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
体
制
の
充
実
は
、
事
業
所

の
ご
協
力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
消
防
総
務
課☎

６
４
１
・
９
２
０
０

人口:145,214人
（前月比：＋２人）
世帯数:51,745世帯
（前月比：＋22世帯）

男
71,181人

女
74,033人

平成22年
１月1日現在

医学生修学資金貸付希望者募集
問市立総合病院管理課　☎646･1111　 www.hospital.fujieda.shizuoka.jp/

４
月
１
日
㈭
か
ら
、
重
度
の
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
手

帳
の
申
請
に
は
、
医
療
機
関
の
検
査

が
必
要
で
す
。

問
社
会
福
祉
課　

内
線
６
５
５

　

県
障
害
福
祉
室

☎
２
２
１
・
２
３
６
６

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

　公民館講座生や自主グループによる作品展示や、
音楽・スポーツの発表と公開講座を行います。
とき／２月28日㈰午前９時～午後５時（発表会は午
後３時30分まで）※作品の展示は２月24日㈬から。

ところ／生涯学習センター
＜公開講座＞
骨盤修正ヨガ
時間／午前９時～ 10時　参加料／無料

忍者ごっこ大会
対象／小学生以下
時間／午前９時30分～ 11時30分　参加料／無料
ゼロから始める健康マージャン
対象／未経験者　時間／午前11時～午後０時30分
定員／ 20人　参加料／ 400円

トラ年の風水開運法　　講師／高木桂蔵さん
時間／午後２時～３時30分　参加料／無料
申し込み／直接または電話で生涯学習センターへ

生
き
生
き
ラ
イ
フ
講
演
会

▼
と
き
／
２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
小
杉
苑 

▼
内
容
／
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
安
藤
絵
理
さ
ん
に
よ
る

知
っ
て
得
す
る
税
の
話
、
春
風
亭
柳

朝
さ
ん
・
古
今
亭
志
ん
公
さ
ん
に
よ

る
落
語　

▼
定
員
／
２
０
０
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

☎
６
４
５
・
２
０
４
４

６
４
６
・
６
７
１
８ 
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▼ とき／２月19日㈮～ 23日㈫午前
９時～午後５時（23日は午後3時ま
で）　 ▼ところ／焼津ふれあいホール・
エコリオ　 ▼内容／施設利用者などに
よる絵画・手工芸・書道などの作品展
示　 ▼入場料／無料　※申込不要
問㈳焼津福祉会	 ☎620･8790

環境・自然の保護、保全、復元をテー
マに、講演会と活動の紹介を行います。
森づくり研修会（講演会）

▼とき／２月20日㈯午後２時～４時

▼ところ／青島北公民館　 ▼講師／中
島公望さん（樵

きこり

の会会員）　 ▼ 内容／
森づくりとボランティア活動について

▼参加料／無料　※申込不要
環境・自然展

▼ とき・ところ／２月21日㈰～３月
４日㈭午前９時～午後４時・文化セン
ター、３月５日㈮～19日㈮午前８時
30分～午後５時・市役所１階ロビー
問駿河台森づくり委員会（大石宅）
	 ☎644･2046

▼対象／新・中学校１～３年生　 ▼と
き／毎週土・日曜日　 ▼ところ／藤枝
総合運動公園など　 ▼ 会費／月２千

円　 ▼ 申し込み／３月18日㈭までに、
電話で市ソフトボール協会（手島宛）
へ	 ☎090･1620･6199
※募集説明会を３月４日㈭午後７時～、
生涯学習センターで開催します。

▼とき／毎月第１・第２・第３土曜日
午前10時30分～正午、午後２時～３
時30分、午後３時30分～５時、毎
月第１・第２・第３金曜日　午前10
時30分～正午、午後１時～２時30分	

▼ ところ／青島第一自治会館　 ▼ 会 
費／月３千円　 ▼ 申し込み／２月
28日㈰までに、ハガキに住所・氏
名・電話番号・曜日と時間を記入し、
〒426-0067市内前島1-9-11仲田
俊夫宛へ	 ☎635･4029 和太鼓・笛・琴の響きをお楽しみくだ

さい。

▼ と き ／２月28日㈰午後１時30	
分～３時30分　 ▼ ところ／市民会館

▼入場料／無料　※申込不要
問村岡宅	 ☎641･9153

▼ とき／３月７日㈰午後２時～４時	

▼ところ／市立駅南図書館　 ▼講師／
常
とこ

世
よ

田
だ

	良
りょう

さん（日本図書館協会理事）

▼ 定員／ 120人（申込順）　 ▼ 参加 
料／無料　 ▼ 申し込み／ 2月25日㈭
までに、電話で藤枝図書館友の会（桑
原宅）へ	 ☎635・0122▼とき／２月24日㈬・３月25日㈭い

ずれも午前10時～午後３時　 ▼ とこ
ろ／文化センター　 ▼内容／テキスト
「野村生涯教育だより」を使っての読
書会　 ▼参加料／１回500円
※幼児は幼児教育部があります。
問㈶野村生涯教育センター静岡支部
	 ☎257･9111

市民交流フロア・ぴゅあ

▼ とき／２月21日㈰午前10時～午
後３時　 ▼ ところ／市民交流フロア
（文化センター２階）　 ▼内容／駿河台
幼稚園のぬりえ展、似顔絵コーナー、
記念写真プリント、招き猫・絵手紙・
カルメ焼き・手まり・竹細工づくり
問ふじえだ市民活動支援センター
	 ☎646・3555
喜多町名店街

▼ とき／２月22日㈪午前11時～午
後１時30分　 ▼ ところ／喜多町名店
街事務所　 ▼内容／猫グッズ・小物・
食品の販売、駿河台幼稚園のぬりえ展
など
問喜多町名店街	 ☎646・5340

焼津福祉会　第17回作品展

ふじえだ環境・自然展2010

中学生男子ソフトボール部員

竹
ち く

生
ぶ

会
か い

歌謡舞踊教室

田沼魁太鼓第20回定期演奏会

講演会「図書館が日本を救う」

野村生涯教育読書会

喜多町名店街＆市民交流フロア・
ぴゅあ　タマちゃん招

ま ね

来
き

猫
ね こ

まつり
市日中友好協会　新規会員

社交ダンスサークル・ハッピー

楽しく練習しましょう。

▼ とき／毎週木曜日午後１時30分～
３時　 ▼ ところ／生涯学習センター

▼ 定員／ 20人　 ▼ 持ち物／ダンス
シューズ　 ▼会費／月３千円　 ▼申し
込み／直接会場へ
問内山宅	 ☎641･8752

募　　集募　　集募　　集

催　　し催　　し催　　し

旧岡部町のみなさんも大歓迎です。

▼活動内容／友好使節としての訪中や、
中国語講座の開催、文化・芸術・教育
面での交流など　 ▼会費／年3,600円
問中野宅	 ☎643･9063

▼
地
域
福
祉
の
取
材
を
通
し
て
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
、
温
か
さ
、

感
謝
の
思
い
に
ふ
れ
、
地
域
の
「
ふ

れ
あ
い
、
支
え
あ
い
」
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
、「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
づ
く
り
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
福
祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、
市
と
市
民
の
み

な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
１
月
24
日
に
開
催
し
た
第
３
回
藤

枝
リ
バ
テ
ィ
駅
伝
大
会
に
カ
メ
ラ
マ

ン
兼
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
藤
枝
の
冬
の
名
物
行
事
と
し
て
、

す
っ
か
り
定
着
し
た
こ
の
大
会
。
参

加
チ
ー
ム
は
、
約
２
０
０
チ
ー
ム
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
数
多

く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

寅
年
に
ち
な
ん
で
、全
身
ト
ラ
の
着

ぐ
る
み
に
身
を
包
ん
だ
ラ
ン
ナ
ー
が 

い
た
り
、
お
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
走
る
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
り
と
、

走
る
こ
と
だ
け
が
メ
ー
ン
で
な
い
、

楽
し
い
大
会
で
し
た
。
寒
い
中
応
援

に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

○Ｔ

編
集
後
記

▼ とき／２月20日㈯午後１時～３時
30分　 ▼ ところ／静岡家庭教育サ
ポート協会（駅前二）　 ▼ 相談料／無
料　 ▼申し込み／電話で静岡家庭教育
サポート協会へ	 ☎646･5652

不登校・ひきこもり悩み相談会

平成22年度消費者モニター募集
問市民相談室　内線672

対象／市内に住む65歳以上の人（要支援・要介護認定者除く）
とき・ところ・コース・募集人数／
①４月８日～９月22日毎週木曜日…市武道館
Ａコース：午前９時10分～10時10分…10人
Ｂコース：午前９時50分～10時50分…８人
Ｃコース：午前10時30分～11時30分…８人

②４月６日～９月28日毎週火曜日…生涯学習センター
Ａコース：午前９時10分～10時10分…２人
Ｃコース：午前10時30分～11時30分…８人

※各コース全25回。
※開催日が祝日の場合は、前日に開催。
内容／簡単な読み・書き・計算など、脳のトレーニング
参加料／月２千円
申し込み／２月15日㈪から電話で介護福祉課へ

はつらつシニア大学“脳学部”
受講生追加募集
問介護福祉課　内線678

亀
寿
の
郷
家
族
介
護
教
室

病
院
内
食
堂
運
営
事
業
者

第
２
開
寿
園
家
族
介
護
教
室

バナー広告を掲載しませんか駅南サイクルパーク利用者募集

　市では、市ホームページに広告（有料）の
掲載を希望する事業者を募集しています。
掲載期間／４月～平成23年３月
募集枠／ 12枠　　掲載料金／月１万円
※申込方法など、詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

問秘書広報課　内線306

　雨の日でも駐輪場から駅まで傘いらず、管理人がいて安全・安心な駅
南サイクルパーク（市営駅南自転車駐車場）をご利用ください。お得な
定期券があり、１日単位の利用もできます。CO2の排出量削減と健康増
進のため、自転車の利用をしませんか。
利用可能車種／自転車・原動機付自転車
定期利用の申し込み／午前９時～午後５時に直接、駅南サイクルパークへ

問駅南サイクルパーク　☎636･6652

▼
対
象
／
自
宅
で
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
人　

▼
と
き
／
３
月
５
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と

市
立
総
合
病
院
で
は
、
４
月
か
ら
病

院
内
の
食
堂
を
運
営
し
て
く
れ
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
書
提
出
期
限
／
３
月
５
日
㈮	

▼
業
務
提
案
説
明
会
／
３
月
７
日
㈰

▼
事
業
者
決
定
／
３
月
上
旬
の
予
定

※
詳
し
く
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
対
象
／
市
内
に
住
む
60
歳
ま
で
の

人
で
、
３
月
４
日
㈭
に
行
う
事
前
研

修
会
に
参
加
で
き
る
人　

▼
と
き
・

と
こ
ろ
／
①
４
月
８
日
〜
９
月
22
日

毎
週
木
曜
日
…
市
武
道
館
、
②
４
月

６
日
〜
９
月
28
日
毎
週
火
曜
日
…
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
活
動
内
容
／

学
習
の
サ
ポ
ー
ト　

▼
謝
礼
／
１
回

千
円　

▼
募
集
人
数
／
①
３
人
、
②

４
人　

▼
申
し
込
み
／
２
月
26
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
介
護
福
祉
課
へ

内
線
６
７
８

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人	

▼
と
き
／
３
月
３
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公
民

館　

▼
内
容
／
ヨ
ガ
で
介
護
疲
れ
を

癒
そ
う　

▼
講
師
／
合
月
な
お
子

さ
ん　

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）	

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
バ

ス
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服
装	

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
安
心
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
第
２
開
寿
園
へ

☎
６
３
４
・
０
２
３
２

こ
ろ
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
す
み
れ	

▼
内
容
／
介
護
者
の
集
い
（
講
話
と

座
談
会
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
２
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
安
心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
亀
寿
の

郷
へ　
　
　

☎
６
６
７
・
５
０
０
１

　消費生活の向上と消費者保護を図るために活動して
くれる消費者モニターを募集します。消費者モニター
は、消費に関する知識の普及役であるとともに、消費
者行政に消費者の声を反映させる役目も担っています。
対象／市内に住む20歳以上の人
任期／４月１日～平成23年３月31日
活動内容／生活物資価格調査（毎月１回、月初め）、
モニター会議・研修会（年６回程度）、消費者行政
に関する意見の提出、講演会への参加、街頭啓発活
動など
謝礼／年額２万５千円（予定）
募集人員／ 20人（選考）
申し込み／２月26日㈮までに、電話で市民相談室へ
※市ホームページから電子申請もできます。
※応募者多数の場合は、地域のバランスを考慮し、選
考します。
※採用者への通知は、３月中旬の予定です。

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
大
学

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

駅
南
図
書
館
記
念
講
演

駅
南
図
書
館
開
館
１
周
年
を
記
念
し

て
、
講
談
師
の
宝た

か
ら

井い

琴き
ん

星せ
い

さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
２
月
28
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
駅
南
図
書
館
集

会
室　

▼
定
員
／
１
０
０
人
（
申
込

順
）　

▼
入
場
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
２
月
12
日
㈮
か
ら
電
話
で
駅

南
図
書
館
へ

☎
６
３
６
・
４
８
０
０
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郷土博物館第89回企画展

駿遠線
－藤枝発 相良経由 袋井行き－
　当時の人たちの重要な移動手段だった駿遠線。駿遠線
の歴史を写真と資料で紹介します。
とき／２月20日㈯～４月11日㈰（休館日を除く）
午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ところ／郷土博物館

体験学習
「春の土ひな人形づくり」
　ひな人形や志太天神などを作ってみま
せんか。１時間ほどで完成します。
とき／２月20日㈯～４月11日㈰（休館日
を除く）
受付時間／午前９時～午後３時
ところ／郷土博物館　工作学習室
参加料／１個100円～ 200円（土人形は
各種類から選べます）
※小学校２年生以下は、保護者同伴。
※体験学習のみ参加の人は、入館料は
かかりません。
郷土博物館受
付でお申し出
ください。

講演会「志太地域の鉄道軌道史」
　物流や通勤・通学、観光などに使われた、
軽便鉄道の歴史についてお話しします。
とき／２月28日㈰午後１時30分～３時
ところ／文学館　講座学習室
講師／森 信勝さん（鉄道史学会会員）
定員／ 60人（先着順）
参加料／無料（入館料も不要）
申し込み／直接会場へ

「藤
とう

相
そう

鉄道唱歌を唄う」
　大正６年にできた ｢藤相鉄道唱
歌｣ を1番から41番まで歌いつな
ぎます。
とき／２月21日㈰、３月21日㈰、
４月４日㈰

　いずれも午後２時～３時
ところ／郷土博物館・文学館
参加料／無料（入館料必要）
申し込み／直接会場へ

講演会「軽便の思い出は、人生の思い出」
　軽便廃止から40年。郷土の歴史の１ページを彩った、懐かしい軽便について、
写真や映像を交えてお話します。
とき／３月13日㈯午後１時30分～３時　　ところ／文学館　講座学習室
講師／阿形 昭さん（軽便鉄道研究者）　　定員／ 60人（先着順）
参加料／無料（入館料も不要）　　申し込み／直接会場へ

文学館第19回企画展

軽便と文学
－小川国夫・藤枝静男の見た軽便－
　小川作品・藤枝作品に登場する軽便を、沿線の情景に沿って紹介します。
とき／２月20日㈯～４月11日㈰（休館日を除く）
午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

ところ／文学館

問郷土博物館・文学館　☎645･1100
郷土博物館・文学館の催し
静岡鉄道駿

すん

遠
えん

線は、大正２年に藤枝新駅と大手駅間が開通。最
盛期には、大手駅から相良を通り、新袋井駅までを結ぶ総延長
64.6キロメートルの日本一長い軽

けい

便
べん

鉄道でした。志太・榛原地
域の人たちに57年間にわたり親しまれた駿遠線を、郷土博物館･
文学館では、「懐かしの軽便」という共通テーマで紹介します。
入館料／郷土博物館・文学館共通200円（中学生以下は無料）
休館日／月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）


	広報ふじえだ2月5日号P01
	広報ふじえだ2月5日号P02-P03
	広報ふじえだ2月5日号P04-P05
	広報ふじえだ2月5日号P06-P07
	広報ふじえだ2月5日号P08-P09
	広報ふじえだ2月5日号P10-P11
	広報ふじえだ2月5日号P12-P13
	広報ふじえだ2月5日号P14-P15
	広報ふじえだ2月5日号P16

